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お知らせ

患 者 さ ん の 権 利

良質の医療を受ける権利 患者さんは、人格や意思が尊重され、質の高い医療を平等かつ安全に受けることができます。
情 報 を 知 る 権 利 患者さんは、ご自身の病気や治療について知ることができるとともに、十分でわかりやすい説
 明をうけることができます。
選択の自由の権利 患者さんは、ご自身の受ける治療について、ご自身で選択し変更することができます。また、
 他の医師の意見を求めることもできます。
自 己 決 定 の 権 利 患者さんは、ご自身の受ける治療について、ご自身の意思に基づいて決定することができます。
機密保持を得る権利 患者さんのプライバシーは十分に尊重されるとともに、個人情報は厳正に保護されます。

患者さんへのお願い

● 病院の規則や治療上必要な指示・助言を守って療養してください。
● ご自身の健康状態について、できるだけ正確に伝えてください。
● 説明を受けても十分に理解できない場合は、納得できるまでお尋ねください。
● 他の患者さんの権利を尊重し、暴言・暴力等の医療の妨げとなるような行為は行わないでください。
● 大学病院として医療スタッフを育成するため教育実習を行っていますので、ご理解とご協力をお願いします。

　当病院は、地域の中核医療機
関として、高度かつ安全で開か
れた医療を提供するとともに、
質の高い医療人を育成します

・大学病院として、高度先進医
療を提供します

・高度情報化を進め、安全で開
かれた医療を提供します

・医学教育を充実し、高い倫理
観を持ち信頼される医療人を
育成します

・名古屋都市圏の中核医療機関
として、市民の健康と福祉を
増進します

NAGOYA CITY UNIVERSITY HOSPITAL
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名古屋市立大学病院

患者情報ライブラリーのご案内

P.２

ネ ー ミ ン グ 発 表
　広報誌のネーミング決定！！
　応募総数38件の中から、最寄り駅「桜山」から「さくら」、
毎号、当院の最新情報をお届けするので「ほっとNEWS」、
そして頭に当院の略称「名市大病院」をつけた、「名市大
病院さくらほっとNEWS」にネーミングが決まりました。
たくさんのご応募ありがとうございました！ 
　「ほっと」をひらがなにすることで、皆さんに親しみを
持ってもらえるように、という願いを込めました。どうぞ
毎号お手にとって、ご覧くださいね。

 紹介
　　２管球　ＣＴ

 ワンポイント
　　ＬＥＤで光る「名市大病院」の文字

 特集

 お知らせ
　　旧外来棟取り壊しのご案内
　　公共交通機関のご案内
　　院内における携帯電話の使用について
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す
で
に
お
気
づ
き
の
皆
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
病
棟
・
中
央
診
療
棟
最
上
階
（
高
さ
約

75
ｍ
）
の
東
西
の
壁
面
に
白
い
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。  

　
こ
れ
は
、
平
成
19
年
５
月
７
日
に
新
外
来
診
療
棟
が

開
院
し
、
平
成
16
年
１
月
の
病
棟
・
中
央
診
療
棟
開
院

と
合
わ
せ
て
名
市
大
病
院
が
フ
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

の
を
記
念
に
医
学
部
同
窓
会
・
同
門
会
お
よ
び
教
職
員

か
ら
の
寄
付
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
看
板
で
す
。
こ
の
看

板
は
、
一
文
字
縦
横
１
５
０
cm
の
大
き
さ
で
、
白
色
の

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
と
い
う
半
導
体
が
文
字
板
に
埋
め
込

ま
れ
て
い
て
、
一
面
で
約
８
７
０
０
個
の
ダ
イ
オ
ー
ド

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
に
よ
る

看
板
は
、
文
字
を
く
っ
き
り
浮
き
出
さ
せ
て
、
全
体
を

や
わ
ら
か
い
感
じ
の
照
明
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か

も
省
電
力
、
長
寿
命
で
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。  

　
ま
だ
、
ご
存
知
な
い
方
は
、
一
度
、
夜
空
に
輝
く
「
名

市
大
病
院
」
の
五
文
字
を
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
下
さ
い
。

 

こ
の
看
板
が
名
実
と
も
に
、
名
市
大
病
院
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
よ
う
、
病
院
職
員
一
同
、
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
画
像
情
報
は
、
現
在
の
医
療
で
は
ほ
と
ん
ど

の
診
療
科
に
お
い
て
、
診
断
や
治
療
方
針
の
決
定
、

治
療
の
効
果
判
定
な
ど
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

特
に
Ｃ
Ｔ
検
査
は
体
を
輪
切
り
に
し
た
画
像
情

報
が
得
ら
れ
る
利
点
が
あ
り
胸
や
腹
部
の
写
真

に
次
い
で
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
造
影

剤
を
使
用
（
静
脈
注
射
）
す
る
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
画
像
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
画
像
処
理
を
行
い
、

血
管
や
骨
の
三
次
元
画
像
や
任
意
の
断
面
画
像

を
作
成
す
る
こ
と
で
手
術
支
援
や
わ
か
り
や
す

い
画
像
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
安
全
に
手
術
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
手
術
時

間
の
短
縮
に
よ
り
患
者
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

当
院
に
昨
年
６
月
、
ア
ジ
ア
地
区
１
号
機
と
し

て
２
管
球
装
備
の
最
新
鋭
64
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ

ス
Ｃ
Ｔ SO

M
A
TO
M
  D
efinition

　（
シ
ー
メ
ン

ス
社
製
）
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
導
入
し
たSO

M
A
TO
M
  D
efinition

は

広
い
範
囲
を
速
く
か
つ
細
か
く
撮
影
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
幅
な
撮
影
時
間
の
短
縮
・
よ
り
精
密
な

画
像
情
報
の
提
供
・
被
ば
く
の
低
減
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
装
置
は
同
一
回
転
面
を
90
度
の
角
度
差
を

も
た
せ
た
２
つ
の
管
球
が
高
速
で
回
転
し
て
い
ま
す
。

　
通
常
の
検
査
は
も
と
よ
り
救
急
患
者
さ
ん
や
小

児
の
検
査
や
心
臓
領
域
の
検
査
に
有
用
で
す
。
ま
た
、

短
時
間
で
撮
影
で
き
る
た
め
患
者
さ
ん
の
身
体
的

負
担
が
軽
減
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
胸
部
で
は
息

を
止
め
て
い
た
だ
く
時
間
が
従
来
の
約
１
／
４
の

５
秒
ほ
ど
と
な
り
ま
す
。

　
心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査
は
心
臓
に
栄
養
を
与
え
て
い
る

冠
状
動
脈
の
異
常
や
心
臓
の
筋
肉
の
形
態
の
異
常

な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。
検
査
は
20
分
ほ
ど
で
終
わ

り
ま
す
の
で
外
来
で
行
え
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検

査
の
よ
う
に
入
院
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
心
拍
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
お
薬
（
β
ブ
ロ
ッ
カ
ー
）

を
使
用
す
る
こ
と
な
く
、
患
者
さ
ん
に
優
し
く
安

全
に
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

臨床画像①　心臓

臨床画像②
手術支援　腹部領域

装置概観　SOMATOM　Definition

２
管
球
　
Ｃ
Ｔ

Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
光
る

　﹁
名
市
大
病
院
﹂の
文
字

紹　介紹　介

ワンポイントワンポイント

特　集

心臓ＣＴ検査に関するお問い合わせは循環器内科までお願いします。

　（当院はこのＣＴ装置を始め全てマルチスライスＣＴを導入しております。）

病棟・中央診療棟１Ｆから



紹　介

ワンポイント

特　集特　集

　
近
年
、
病
気
の
症
状
や
治
療

法
に
つ
い
て
知
り
た
い
、
学
び

た
い
と
い
う
患
者
さ
ん
を
支
援

す
る
た
め
に
、
医
学
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
病
院
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
、
当

院
に
お
い
て
も
新
外
来
診
療
棟

の
開
設
に
あ
わ
せ
て
、
病
棟
・

中
央
診
療
棟
の
地
下
１
階
旧
売

店
跡
に
「
患
者
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
「
患
者
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

で
は
、
患
者
さ
ん
が
ご
自
分
の

病
気
を
詳
し
く
知
り
た
い
と
き
、

今
日
受
け
取
っ
た
薬
を
調
べ
た

い
と
き
、
診
察
の
と
き
に
医
師

か
ら
聞
い
た
言
葉
の
意
味
を
知

り
た
い
な
ど
と
思
っ
た
と
き
に
、

専
門
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ

ソ
コ
ン
は
３
台
あ
り
ま
す
）
で

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど

ん
な
本
を
見
た
ら
よ
い
の
か
、

ま
た
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
や
ど

ん
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
ら

よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
き
は
、

職
員
が
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
書
籍
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

情
報
は
、
あ
く
ま
で
も
標
準
的

な
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
の
症
状
に
応
じ
た
治
療
法
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
情

報
の
み
で
自
己
判
断
さ
れ
る
こ

と
は
大
変
危
険
で
あ
り
、
ま
た

そ
れ
ら
の
情
報
に
は
当
院
で
行
っ

て
い
な
い
治
療
法
も
あ
る
な
ど
、

必
ず
し
も
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
治

療
方
針
に
沿
う
も
の
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

　
必
ず
、
主
治
医
と
よ
く
ご
相

談
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
開
館
時
間

　
　
月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　病棟・中央診療棟地下１階に患者さんのアメニティ施
設が集まっています。外来診療棟からおこしの方は、エ
スカレータ又はエレベータをご利用下さい。

患者情報ライブラリーのご案内

コンビニ・ＡＴＭ等
アメニティ施設のご案内 　

患
者
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
一
角
と
、

外
来
診
療
棟
ア
ト
リ
ウ
ム
の
ピ
ア
ノ

の
横
に
テ
レ
ビ
が
置
い
て
あ
る
の
を

ご
存
知
で
す
か
？

　
こ
の
テ
レ
ビ
で
は
、
受
診
の
な
が

れ
や
電
話
予
約
セ
ン
タ
ー
・
専
門
外

来
な
ど
の
各
種
ご
案
内
と
い
っ
た
名

市
大
病
院
の
情
報
の
ほ
か
、
ち
ょ
っ

と
し
た
息
抜
き
映
像
な
ど
を
放
映
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
名
市
大
病
院

な
ら
で
は
の
情
報
を
ど
ん
ど
ん
充
実

さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。
患
者
情
報

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
の
調
べ
物
の
息
抜

き
に
、
ま
た
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
の

つ
い
で
に
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
下
さ
い
。

院内情報　放映中！

病棟・中央診療棟地下１階

外来診療棟１階

①
 コンビニ：グリーンリーブス
　【飲食コーナーもあります】

②
理容室

③
患者情報
ライブラリー

④ＡＴＭ
（愛知銀行、三菱東京ＵＦＪ）

⑤自動販売機

B1

外来診療棟１Ｆから

病棟・中央診療棟１Ｆから病棟・中央診療棟１Ｆから

エレベータ

エレベータ

エスカレータ



外来診療棟

大学（医学部）

病棟・中央診療棟
西　　棟

看護学部

旧　棟
名
古
屋
環
状
線
　

瑞
穂
通

地
下
鉄
桜
通
線

地
下
鉄
名
港
線

地下鉄
東山線

地下鉄
名城線

地下鉄
鶴舞線

地下鉄
桜通線

名古屋市立大学病院

さくら
ほっと
NEWS

さくら
ほっと
NEWS

名市大病院 検 索

クリック
ホームページの検索方法の案内『名市大病院』で検索

http://w3hosp.med.nagoya-cu.ac.jp/
このＱＲコードを
ケータイで読み
とると簡単にホーム
ページが見られます。

発
行
／
名
古
屋
市
立
大
学
病
院
　
　
発
行
責
任
者
／
院
外
広
報
誌
編
集
会
議
（
年
４
回
発
行
）

〒
4
6
7
－
8
6
0
2
　
愛
知
県
名
古
屋
市
瑞
穂
区
瑞
穂
町
字
川
澄
１
　
TEL 052－

858－
7116（

事
務
課
病
院
経
営
係
）

vol.２
 2
0
0
7
年
 8
月

　院内での携帯電話の使用については、平成19年5月
28日より、一部指定区域に限り、使用可能となりました。
ルールおよび区域については以下のとおりですが、大
声で話さない、人ごみはさけるなど、一般的なマナー
については、ご来院の方々がお互いに快適に過ごして
いただけるようご配慮願います。
●ルール
病院内に入る前に必ず電源OFFであることを確認し
て下さい。
携帯電話の使用を認められた場所（以下「指定区域」
という。）においてのみ携帯電話の電源を入れ、ご使
用下さい。なお、ご使用の際には、マナーモードに
して下さい。
●指定区域
外来診療棟　地下１階エスカレータ北側通路
　　　　　　　玄関風除室
　　　　　　　１階～３階　公衆電話コーナー附近
　　　　　　　　　　　　　　（エスカレータ東側）
病棟・中央診療棟　２階～17階　公衆電話コーナー附近
　　　　　　　　　　　　（エレベータホール附近）
　　　　　　　６階自動販売機コーナー、屋上庭園
　　　　　　　７階家族控室
　　　　　　　病棟個室（医師の許可が必要です）

携帯電話の使用
可能区域はこの
マークを掲示し
ております。（病
棟個室除く）

　病院駐車場には限りがあります。また、取り壊し工事に
伴いまして、駐車場の混雑が予想されます。ご来院の皆様は、
なるべく公共交通機関をご利用いただきますようお願いい
たします。

　地下鉄桜通線

　　桜山駅（市立大学病院）下車３番出口（名古屋駅から約16分）

　市　バ　ス

　●栄バスターミナル〈オアシス21のりば〉
　４番のりば
　　栄26「博物館」行　　（約25分）　　「市立大学病院」下車

　●金山バスターミナル
　７番のりば
　　金山11「池　　下」行　（約15分）　「桜　　山」下車
　　金山16「瑞穂運動場東」行　（約15分）　「桜　　山」下車
　　金山12「妙 見 町」
　　　または「博 物 館」行　（約15分）　「市立大学病院」下車
　８番のりば
　　金山14「瑞穂運動場東」行　（約15分）　「市立大学病院」下車

公共交通機関のご案内院内における携帯電話の使用について

旧外来棟　取り壊しのご案内

　これまで長い間、ご利用いただいておりま
した病院旧棟は、現在、取り壊し工事を行っ
ており、９月頃から建物本体の撤去を行って
いきます。
　工事に際しましては、低騒音・低振動型の
工事機械を使用するなど、騒音・振動には十
分配慮をさせていただきますが、皆様方には
大変ご迷惑をおかけいたします。よろしくご
協力をお願い申し上げます。

お知らせお知らせ

工事区域

vol.２
2007年 8月

名
市
大
病
院
さ
く
ら
ほ
っ
と
N
E
W
S

携帯電話
使用可能区域

このマークの周囲でお話しください。

　　　　　　　　　　　　　業務課

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
古
紙
配
合
率
100％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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